
(57)【要約】

【課題】音線データ密度に応じて補間方法を選択できる

ようにする。

【解決手段】セクタ・スキャンまたはコンベックス・ス

キャンによる超音波画像領域Ｇを上領域Ｇ１と下領域Ｇ

２の２つの領域に分け、上領域Ｇ１では非線形補間によ

り音線データｐ(ｒ,θ)から超音波画像の画素値ｑ(x,y)

を算出し、下領域Ｇ２では線形補間により音線データｐ

(ｒ,θ)から超音波画像の画素値ｑ(x,y)を算出する。

【効果】音線データ密度に応じて補間方法を選択でき、

好ましい画質を得ることが出来る。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 超 音 波 画 像 の 各 画 素 値 を 、 各 画 素 近 傍 の 音 線 デ ー タ を 基 に し た 補 間 演 算 に よ り 算 出 し て
超 音 波 画 像 を 作 成 す る 超 音 波 画 像 作 成 方 法 で あ っ て 、 音 線 デ ー タ 密 度 に 応 じ て 非 線 形 補 間
と す る か 線 形 補 間 と す る か を 選 択 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 画 像 作 成 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 超 音 波 画 像 の 各 画 素 値 を 、 各 画 素 近 傍 の 音 線 デ ー タ を 基 に し た 補 間 演 算 に よ り 算 出 し て
超 音 波 画 像 を 作 成 す る 超 音 波 画 像 作 成 方 法 で あ っ て 、 送 信 周 波 数 に 応 じ て 非 線 形 補 間 と す
る か 線 形 補 間 と す る か を 選 択 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 画 像 作 成 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 セ ク タ ・ ス キ ャ ン ま た は コ ン ベ ッ ク ス ・ ス キ ャ ン に よ り 音 線 デ ー タ を 取 得 し 、 超 音 波 画
像 の 各 画 素 値 を 、 各 画 素 近 傍 の 音 線 デ ー タ を 基 に し た 補 間 演 算 に よ り 算 出 し て 超 音 波 画 像
を 作 成 す る 超 音 波 画 像 作 成 方 法 で あ っ て 、 超 音 波 画 像 領 域 を 上 領 域 と 下 領 域 の ２ つ の 領 域
に 分 け 、 走 査 方 向 の 補 間 に 関 し て 上 領 域 で は 非 線 形 補 間 と し 下 領 域 で は 線 形 補 間 と す る こ
と を 特 徴 と す る 超 音 波 画 像 作 成 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 セ ク タ ・ ス キ ャ ン ま た は コ ン ベ ッ ク ス ・ ス キ ャ ン に よ り 音 線 デ ー タ を 取 得 し 、 超 音 波 画
像 の 各 画 素 値 を 、 各 画 素 近 傍 の 音 線 デ ー タ を 基 に し た 補 間 演 算 に よ り 算 出 し て 超 音 波 画 像
を 作 成 す る 超 音 波 画 像 作 成 方 法 で あ っ て 、 超 音 波 画 像 領 域 を 上 領 域 と 下 領 域 の ２ つ の 領 域
に 分 け 、 走 査 方 向 の 補 間 に 関 し て 上 領 域 で は 線 形 補 間 と し 下 領 域 で は 非 線 形 補 間 と す る こ
と を 特 徴 と す る 超 音 波 画 像 作 成 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ３ ま た は 請 求 項 ４ に 記 載 の 超 音 波 画 像 作 成 方 法 に お い て 、 音 線 方 向 の 補 間 に 関 し
て 上 領 域 で も 下 領 域 で も 線 形 補 間 ま た は 非 線 形 補 間 と す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 画 像 作
成 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 の 超 音 波 画 像 作 成 方 法 に お い て 、 非 線 形 補 間 と
す る か 線 形 補 間 と を す る か を 操 作 者 が 指 示 し う る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 画 像 作 成 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ６ の い ず れ か に 記 載 の 超 音 波 画 像 作 成 方 法 に お い て 、 前 記 非 線 形 補
間 は キ ュ ー ビ ッ ク 補 間 で あ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 画 像 作 成 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ７ の い ず れ か に 記 載 の 超 音 波 画 像 作 成 方 法 に お い て 、 前 記 線 形 補 間
は バ イ リ ニ ア 補 間 で あ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 画 像 作 成 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 超 音 波 探 触 子 と 、 前 記 超 音 波 探 触 子 を 駆 動 し て 超 音 波 を 被 検 体 内 へ 送 信 す る と 共 に 被 検
体 内 か ら エ コ ー を 受 信 し て 受 信 信 号 を 出 力 す る 送 受 信 手 段 と 、 音 線 方 向 の 異 な る 前 記 受 信
信 号 よ り 音 線 デ ー タ を 出 力 す る 信 号 処 理 手 段 と 、 音 線 デ ー タ 密 度 に 応 じ て 非 線 形 補 間 と す
る か 線 形 補 間 と す る か を 選 択 し 超 音 波 画 像 の 各 画 素 値 を 各 画 素 近 傍 の 音 線 デ ー タ を 基 に し
た 補 間 演 算 に よ り 算 出 し て 超 音 波 画 像 を 作 成 す る 超 音 波 画 像 作 成 手 段 と 、 前 記 超 音 波 画 像
を 表 示 す る 表 示 手 段 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 超 音 波 探 触 子 と 、 前 記 超 音 波 探 触 子 を 駆 動 し て 超 音 波 を 被 検 体 内 へ 送 信 す る と 共 に 被 検
体 内 か ら エ コ ー を 受 信 し て 受 信 信 号 を 出 力 す る 送 受 信 手 段 と 、 音 線 方 向 の 異 な る 前 記 受 信
信 号 よ り 音 線 デ ー タ を 出 力 す る 信 号 処 理 手 段 と 、 送 信 周 波 数 に 応 じ て 非 線 形 補 間 と す る か
線 形 補 間 と す る か を 選 択 し 超 音 波 画 像 の 各 画 素 値 を 各 画 素 近 傍 の 音 線 デ ー タ を 基 に し た 補
間 演 算 に よ り 算 出 し て 超 音 波 画 像 を 作 成 す る 超 音 波 画 像 作 成 手 段 と 、 前 記 超 音 波 画 像 を 表
示 す る 表 示 手 段 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 セ ク タ 超 音 波 探 触 子 ま た は コ ン ベ ッ ク ス 超 音 波 探 触 子 と 、 前 記 超 音 波 探 触 子 を 駆 動 し て
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超 音 波 を 被 検 体 内 へ 送 信 す る と 共 に 被 検 体 内 か ら エ コ ー を 受 信 し て 受 信 信 号 を 出 力 す る 送
受 信 手 段 と 、 音 線 方 向 の 異 な る 前 記 受 信 信 号 よ り 音 線 デ ー タ を 出 力 す る 信 号 処 理 手 段 と 、
超 音 波 画 像 領 域 を 上 領 域 と 下 領 域 の ２ つ の 領 域 に 分 け 走 査 方 向 の 補 間 に 関 し て 上 領 域 で は
非 線 形 補 間 と し 下 領 域 で は 線 形 補 間 と し 超 音 波 画 像 の 各 画 素 値 を 各 画 素 近 傍 の 音 線 デ ー タ
を 基 に し た 補 間 演 算 に よ り 算 出 し て 超 音 波 画 像 を 作 成 す る 超 音 波 画 像 作 成 手 段 と 、 前 記 超
音 波 画 像 を 表 示 す る 表 示 手 段 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 セ ク タ 超 音 波 探 触 子 ま た は コ ン ベ ッ ク ス 超 音 波 探 触 子 と 、 前 記 超 音 波 探 触 子 を 駆 動 し て
超 音 波 を 被 検 体 内 へ 送 信 す る と 共 に 被 検 体 内 か ら エ コ ー を 受 信 し て 受 信 信 号 を 出 力 す る 送
受 信 手 段 と 、 音 線 方 向 の 異 な る 前 記 受 信 信 号 よ り 音 線 デ ー タ を 出 力 す る 信 号 処 理 手 段 と 、
超 音 波 画 像 領 域 を 上 領 域 と 下 領 域 の ２ つ の 領 域 に 分 け 走 査 方 向 の 補 間 に 関 し て 上 領 域 で は
線 形 補 間 と し 下 領 域 で は 非 線 形 補 間 と し 超 音 波 画 像 の 各 画 素 値 を 各 画 素 近 傍 の 音 線 デ ー タ
を 基 に し た 補 間 演 算 に よ り 算 出 し て 超 音 波 画 像 を 作 成 す る 超 音 波 画 像 作 成 手 段 と 、 前 記 超
音 波 画 像 を 表 示 す る 表 示 手 段 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 １ １ ま た は 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 超 音 波 画 像 作 成 手
段 は 、 音 線 方 向 の 補 間 に 関 し て 上 領 域 で も 下 領 域 で も 線 形 補 間 ま た は 非 線 形 補 間 と す る こ
と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 ９ か ら 請 求 項 １ ３ の い ず れ か に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 非 線 形 補 間 と す
る か 線 形 補 間 と を す る か を 操 作 者 が 指 示 す る た め の 補 間 方 法 指 示 手 段 を 具 備 し た こ と を 特
徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 請 求 項 ９ か ら 請 求 項 １ ４ の い ず れ か に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 非 線 形 補 間
は キ ュ ー ビ ッ ク 補 間 で あ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 請 求 項 ９ か ら 請 求 項 １ ５ の い ず れ か に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 線 形 補 間 は
バ イ リ ニ ア 補 間 で あ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 超 音 波 画 像 作 成 方 法 お よ び 超 音 波 診 断 装 置 に 関 し 、 さ ら に 詳 し く は 、 音 線 デ
ー タ 密 度 に 応 じ て 補 間 方 法 を 選 択 で き る よ う に し た 超 音 波 画 像 作 成 方 法 お よ び 超 音 波 診 断
装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 超 音 波 画 像 の 各 画 素 値 を 、 各 画 素 近 傍 の ４ つ の 音 線 デ ー タ を 基 に し た 補 間 演 算 に
よ り 算 出 し て 超 音 波 画 像 を 作 成 す る 超 音 波 診 断 装 置 が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １
参 照 。 ） 。
　 ま た 、 超 音 波 画 像 の 各 画 素 値 を 、 各 画 素 近 傍 の 音 線 デ ー タ を 基 に し た 補 間 演 算 に よ り 算
出 す る 際 に 、 音 線 方 向 （ 超 音 波 ビ ー ム 方 向 ） の 補 間 に 関 し て は 直 線 補 間 を 行 い 、 走 査 方 向
に 関 し て は 円 弧 補 間 を 行 っ て 超 音 波 画 像 を 作 成 す る 超 音 波 診 断 装 置 が 知 ら れ て い る （ 例 え
ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 。 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ６ ４ － ６ ４ ６ ３ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ７ － ２ ４ ６ ２ ０ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 音 線 デ ー タ 密 度 と 補 間 方 法 の 関 係 に つ い て は 、 次 の 相 反 す る 考 え 方 （ Ａ ） （ Ｂ ） が あ る
。
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（ Ａ ） あ る 画 素 の 画 素 値 は 、 該 画 素 の 近 傍 の 音 線 デ ー タ の み を 用 い て 算 出 す べ き で あ り 、
遠 く の 音 線 デ ー タ は 使 わ な い 方 が よ い 。 換 言 す れ ば 、 音 線 デ ー タ 密 度 が 高 い な ら 近 傍 の 多
点 の 音 線 デ ー タ を 用 い た 非 線 形 補 間 を 用 い て も よ い が 、 音 線 デ ー タ 密 度 が 低 い な ら 近 傍 の
４ 点 の 音 線 デ ー タ の み を 用 い た 線 形 補 間 を 用 い る の が よ い 。
（ Ｂ ） あ る 画 素 の 画 素 値 は 、 該 画 素 か ら そ の 近 傍 の 音 線 デ ー タ ま で の 距 離 が 近 い な ら そ れ
ら 音 線 デ ー タ と 線 形 の 関 係 と 見 な せ る が 、 該 画 素 か ら そ の 近 傍 の 音 線 デ ー タ ま で の 距 離 が
遠 い な ら そ れ ら 音 線 デ ー タ と 非 線 形 の 関 係 と 見 た 方 が よ い 。 換 言 す れ ば 、 音 線 デ ー タ 密 度
が 高 い な ら 近 傍 の ４ 点 の 音 線 デ ー タ を 用 い た 線 形 補 間 を 用 い て も よ い が 、 音 線 デ ー タ 密 度
が 低 い な ら 近 傍 の 多 点 の 音 線 デ ー タ を 用 い た 非 線 形 補 間 を 用 い る の が よ い 。
　 撮 影 部 位 の 性 質 な ど に よ っ て 、 （ Ａ ） の 画 質 が （ Ｂ ） よ り 好 ま し い 場 合 も あ り 、 （ Ａ ）
よ り （ Ｂ ） の 画 質 が 好 ま し い 場 合 も あ る 。 但 し 、 （ Ａ ） （ Ｂ ） の い ず れ で あ っ て も 、 音 線
デ ー タ 密 度 に 応 じ て 補 間 方 法 を 変 え た 方 が よ い こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 音 線 デ ー タ 密 度 に 応 じ て 補 間 方 法 を 変 え て い な か
っ た た め 、 上 記 （ Ａ ） （ Ｂ ） の い ず れ に も 対 応 で き な い 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 音 線 デ ー タ 密 度 に 応 じ て 補 間 方 法 を 選 択 で き る よ う に し た 超
音 波 画 像 作 成 方 法 お よ び 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 第 １ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 超 音 波 画 像 の 各 画 素 値 を 、 各 画 素 近 傍 の 音 線 デ ー タ を 基 に
し た 補 間 演 算 に よ り 算 出 し て 超 音 波 画 像 を 作 成 す る 超 音 波 画 像 作 成 方 法 で あ っ て 、 音 線 デ
ー タ 密 度 に 応 じ て 非 線 形 補 間 と す る か 線 形 補 間 と す る か を 選 択 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音
波 画 像 作 成 方 法 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 １ の 観 点 に よ る 超 音 波 画 像 作 成 方 法 で は 、 音 線 デ ー タ 密 度 に 応 じ て 非 線 形 補 間 と
す る か 線 形 補 間 と す る か を 選 択 す る 。 こ れ に よ り 、 上 記 （ Ａ ） （ Ｂ ） の い ず れ に も 対 応 で
き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 第 ２ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 超 音 波 画 像 の 各 画 素 値 を 、 各 画 素 近 傍 の 音 線 デ ー タ を 基 に
し た 補 間 演 算 に よ り 算 出 し て 超 音 波 画 像 を 作 成 す る 超 音 波 画 像 作 成 方 法 で あ っ て 、 送 信 周
波 数 に 応 じ て 非 線 形 補 間 と す る か 線 形 補 間 と す る か を 選 択 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 画
像 作 成 方 法 を 提 供 す る 。
　 低 い 送 信 周 波 数 を 用 い た 時 の 音 線 デ ー タ 密 度 よ り も 高 い 送 信 周 波 数 を 用 い た 時 の 音 線 デ
ー タ 密 度 の 方 が 高 く な る 場 合 が 多 い 。
　 そ こ で 、 上 記 第 ２ の 観 点 に よ る 超 音 波 画 像 作 成 方 法 で は 、 送 信 周 波 数 に 応 じ て 非 線 形 補
間 と す る か 線 形 補 間 と す る か を 選 択 す る 。 こ れ に よ り 、 上 記 （ Ａ ） （ Ｂ ） の い ず れ に も 対
応 で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 第 ３ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 セ ク タ ・ ス キ ャ ン ま た は コ ン ベ ッ ク ス ・ ス キ ャ ン に よ り 音
線 デ ー タ を 取 得 し 、 超 音 波 画 像 の 各 画 素 値 を 、 各 画 素 近 傍 の 音 線 デ ー タ を 基 に し た 補 間 演
算 に よ り 算 出 し て 超 音 波 画 像 を 作 成 す る 超 音 波 画 像 作 成 方 法 で あ っ て 、 超 音 波 画 像 領 域 を
上 領 域 と 下 領 域 の ２ つ の 領 域 に 分 け 、 走 査 方 向 の 補 間 に 関 し て 上 領 域 で は 非 線 形 補 間 と し
下 領 域 で は 線 形 補 間 と す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 画 像 作 成 方 法 を 提 供 す る 。
　 セ ク タ ・ ス キ ャ ン ま た は コ ン ベ ッ ク ス ・ ス キ ャ ン で は 、 各 音 線 が 放 射 状 に な る た め 、 超
音 波 画 像 領 域 を 上 領 域 と 下 領 域 の ２ つ の 領 域 に 分 け た と き 、 走 査 方 向 に 関 し て 上 領 域 の 音
線 デ ー タ 密 度 よ り も 下 領 域 の 音 線 デ ー タ 密 度 の 方 が 低 く な る 。
　 そ こ で 、 上 記 第 ３ の 観 点 に よ る 超 音 波 画 像 作 成 方 法 で は 、 走 査 方 向 の 補 間 に 関 し て 上 領
域 で は 非 線 形 補 間 と し 下 領 域 で は 線 形 補 間 と す る 。 こ れ に よ り 、 上 記 （ Ａ ） に 対 応 で き る
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
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　 第 ４ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 セ ク タ ・ ス キ ャ ン ま た は コ ン ベ ッ ク ス ・ ス キ ャ ン に よ り 音
線 デ ー タ を 取 得 し 、 超 音 波 画 像 の 各 画 素 値 を 、 各 画 素 近 傍 の 音 線 デ ー タ を 基 に し た 補 間 演
算 に よ り 算 出 し て 超 音 波 画 像 を 作 成 す る 超 音 波 画 像 作 成 方 法 で あ っ て 、 超 音 波 画 像 領 域 を
上 領 域 と 下 領 域 の ２ つ の 領 域 に 分 け 、 走 査 方 向 の 補 間 に 関 し て 上 領 域 で は 線 形 補 間 と し 下
領 域 で は 非 線 形 補 間 と す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 画 像 作 成 方 法 を 提 供 す る 。
　 セ ク タ ・ ス キ ャ ン ま た は コ ン ベ ッ ク ス ・ ス キ ャ ン で は 、 各 音 線 が 放 射 状 に な る た め 、 超
音 波 画 像 領 域 を 上 領 域 と 下 領 域 の ２ つ の 領 域 に 分 け た と き 、 走 査 方 向 に 関 し て は 上 領 域 の
音 線 デ ー タ 密 度 よ り も 下 領 域 の 音 線 デ ー タ 密 度 の 方 が 低 く な る 。
　 そ こ で 、 上 記 第 ４ の 観 点 に よ る 超 音 波 画 像 作 成 方 法 で は 、 走 査 方 向 の 補 間 に 関 し て 上 領
域 で は 線 形 補 間 と し 下 領 域 で は 非 線 形 補 間 と す る 。 こ れ に よ り 、 上 記 （ Ｂ ） に 対 応 で き る
。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 ５ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 画 像 作 成 方 法 に お い て 、 音 線 方 向 の 補 間
に 関 し て 上 領 域 で も 下 領 域 で も 線 形 補 間 ま た は 非 線 形 補 間 と す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波
画 像 作 成 方 法 を 提 供 す る 。
　 セ ク タ ・ ス キ ャ ン ま た は コ ン ベ ッ ク ス ・ ス キ ャ ン で は 、 各 音 線 が 放 射 状 に な る た め 、 超
音 波 画 像 領 域 を 上 領 域 と 下 領 域 の ２ つ の 領 域 に 分 け た と き 、 走 査 方 向 に 関 し て 上 領 域 の 音
線 デ ー タ 密 度 よ り も 下 領 域 の 音 線 デ ー タ 密 度 の 方 が 低 く な る 。 し か し 、 音 線 方 向 に 関 し て
は 音 線 デ ー タ 密 度 が 一 定 の こ と が 多 い 。
　 そ こ で 、 上 記 第 ５ の 観 点 に よ る 超 音 波 画 像 作 成 方 法 で は 、 音 線 方 向 に 関 し て は 上 領 域 で
も 下 領 域 で も 線 形 補 間 ま た は 非 線 形 補 間 と す る 。 こ れ に よ り 、 上 記 （ Ａ ） （ Ｂ ） に 対 応 で
き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 ６ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 画 像 作 成 方 法 に お い て 、 非 線 形 補 間 と す
る か 線 形 補 間 と を す る か を 操 作 者 が 指 示 し う る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 画 像 作 成 方 法 を 提
供 す る 。
　 操 作 者 の 好 み に よ っ て 、 （ Ａ ） の 画 質 が （ Ｂ ） よ り 好 ま し い 場 合 も あ り 、 （ Ａ ） よ り （
Ｂ ） の 画 質 が 好 ま し い 場 合 も あ る 。
　 そ こ で 、 上 記 第 ６ の 観 点 に よ る 超 音 波 画 像 作 成 方 法 で は 、 非 線 形 補 間 と す る か 線 形 補 間
と を す る か を 操 作 者 が 指 示 で き よ う に し た 。 こ れ に よ り 、 操 作 者 の 好 み に 対 応 で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 ７ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 画 像 作 成 方 法 に お い て 、 前 記 非 線 形 補 間
は キ ュ ー ビ ッ ク 補 間 で あ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 画 像 作 成 方 法 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 ７ の 観 点 に よ る 超 音 波 画 像 作 成 方 法 で は 、 近 傍 ４ 点 の 音 線 デ ー タ を 用 い て 補 間 す
る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 ８ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 画 像 作 成 方 法 に お い て 、 前 記 線 形 補 間 は
バ イ リ ニ ア 補 間 で あ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 画 像 作 成 方 法 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 ８ の 観 点 に よ る 超 音 波 画 像 作 成 方 法 で は 、 近 傍 ２ 点 の 音 線 デ ー タ を 用 い て 補 間 す
る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 ９ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 超 音 波 探 触 子 と 、 前 記 超 音 波 探 触 子 を 駆 動 し て 超 音 波 を 被
検 体 内 へ 送 信 す る と 共 に 被 検 体 内 か ら エ コ ー を 受 信 し て 受 信 信 号 を 出 力 す る 送 受 信 手 段 と
、 音 線 方 向 の 異 な る 前 記 受 信 信 号 よ り 音 線 デ ー タ を 出 力 す る 信 号 処 理 手 段 と 、 音 線 デ ー タ
密 度 に 応 じ て 非 線 形 補 間 と す る か 線 形 補 間 と す る か を 選 択 し 超 音 波 画 像 の 各 画 素 値 を 各 画
素 近 傍 の 音 線 デ ー タ を 基 に し た 補 間 演 算 に よ り 算 出 し て 超 音 波 画 像 を 作 成 す る 超 音 波 画 像
作 成 手 段 と 、 前 記 超 音 波 画 像 を 表 示 す る 表 示 手 段 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診
断 装 置 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 ９ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 上 記 第 １ の 観 点 に よ る 超 音 波 画 像 作 成 方 法
を 好 適 に 実 施 で き る 。
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【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 １ ０ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 超 音 波 探 触 子 と 、 前 記 超 音 波 探 触 子 を 駆 動 し て 超 音 波 を
被 検 体 内 へ 送 信 す る と 共 に 被 検 体 内 か ら エ コ ー を 受 信 し て 受 信 信 号 を 出 力 す る 送 受 信 手 段
と 、 音 線 方 向 の 異 な る 前 記 受 信 信 号 よ り 音 線 デ ー タ を 出 力 す る 信 号 処 理 手 段 と 、 送 信 周 波
数 に 応 じ て 非 線 形 補 間 と す る か 線 形 補 間 と す る か を 選 択 し 超 音 波 画 像 の 各 画 素 値 を 各 画 素
近 傍 の 音 線 デ ー タ を 基 に し た 補 間 演 算 に よ り 算 出 し て 超 音 波 画 像 を 作 成 す る 超 音 波 画 像 作
成 手 段 と 、 前 記 超 音 波 画 像 を 表 示 す る 表 示 手 段 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断
装 置 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 １ ０ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 上 記 第 ２ の 観 点 に よ る 超 音 波 画 像 作 成 方
法 を 好 適 に 実 施 で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 １ １ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 セ ク タ 超 音 波 探 触 子 ま た は コ ン ベ ッ ク ス 超 音 波 探 触 子 と
、 前 記 超 音 波 探 触 子 を 駆 動 し て 超 音 波 を 被 検 体 内 へ 送 信 す る と 共 に 被 検 体 内 か ら エ コ ー を
受 信 し て 受 信 信 号 を 出 力 す る 送 受 信 手 段 と 、 音 線 方 向 の 異 な る 前 記 受 信 信 号 よ り 音 線 デ ー
タ を 出 力 す る 信 号 処 理 手 段 と 、 超 音 波 画 像 領 域 を 上 領 域 と 下 領 域 の ２ つ の 領 域 に 分 け 走 査
方 向 の 補 間 に 関 し て 上 領 域 で は 非 線 形 補 間 と し 下 領 域 で は 線 形 補 間 と し 超 音 波 画 像 の 各 画
素 値 を 各 画 素 近 傍 の 音 線 デ ー タ を 基 に し た 補 間 演 算 に よ り 算 出 し て 超 音 波 画 像 を 作 成 す る
超 音 波 画 像 作 成 手 段 と 、 前 記 超 音 波 画 像 を 表 示 す る 表 示 手 段 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す
る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 １ １ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 上 記 第 ３ の 観 点 に よ る 超 音 波 画 像 作 成 方
法 を 好 適 に 実 施 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 １ ２ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 セ ク タ 超 音 波 探 触 子 ま た は コ ン ベ ッ ク ス 超 音 波 探 触 子 と
、 前 記 超 音 波 探 触 子 を 駆 動 し て 超 音 波 を 被 検 体 内 へ 送 信 す る と 共 に 被 検 体 内 か ら エ コ ー を
受 信 し て 受 信 信 号 を 出 力 す る 送 受 信 手 段 と 、 音 線 方 向 の 異 な る 前 記 受 信 信 号 よ り 音 線 デ ー
タ を 出 力 す る 信 号 処 理 手 段 と 、 超 音 波 画 像 領 域 を 上 領 域 と 下 領 域 の ２ つ の 領 域 に 分 け 走 査
方 向 の 補 間 に 関 し て 上 領 域 で は 線 形 補 間 と し 下 領 域 で は 非 線 形 補 間 と し 超 音 波 画 像 の 各 画
素 値 を 各 画 素 近 傍 の 音 線 デ ー タ を 基 に し た 補 間 演 算 に よ り 算 出 し て 超 音 波 画 像 を 作 成 す る
超 音 波 画 像 作 成 手 段 と 、 前 記 超 音 波 画 像 を 表 示 す る 表 示 手 段 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す
る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 １ ２ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 上 記 第 ４ の 観 点 に よ る 超 音 波 画 像 作 成 方
法 を 好 適 に 実 施 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 １ ３ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 超 音 波 画 像 作
成 手 段 は 、 音 線 方 向 の 補 間 に 関 し て 上 領 域 で も 下 領 域 で も 線 形 補 間 ま た は 非 線 形 補 間 と す
る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 １ ３ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 上 記 第 ５ の 観 点 に よ る 超 音 波 画 像 作 成 方
法 を 好 適 に 実 施 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 １ ４ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 非 線 形 補 間 と す る
か 線 形 補 間 と を す る か を 操 作 者 が 指 示 す る た め の 補 間 方 法 指 示 手 段 を 具 備 し た こ と を 特 徴
と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 １ ４ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 上 記 第 ６ の 観 点 に よ る 超 音 波 画 像 作 成 方
法 を 好 適 に 実 施 で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 第 １ ５ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 非 線 形 補 間 は
キ ュ ー ビ ッ ク 補 間 で あ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 １ ５ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 上 記 第 ７ の 観 点 に よ る 超 音 波 画 像 作 成 方
法 を 好 適 に 実 施 で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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　 第 １ ６ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 線 形 補 間 は バ
イ リ ニ ア 補 間 で あ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
　 上 記 第 １ ６ の 観 点 に よ る 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 上 記 第 ８ の 観 点 に よ る 超 音 波 画 像 作 成 方
法 を 好 適 に 実 施 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 画 像 作 成 方 法 お よ び 超 音 波 診 断 装 置 に よ れ ば 、 音 線 デ ー タ 密 度 に 応 じ て
補 間 方 法 を 選 択 で き 、 好 ま し い 画 質 を 得 る こ と が 出 来 る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 下 、 図 に 示 す 実 施 の 形 態 に よ り 本 発 明 を さ ら に 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 こ れ に よ り 本
発 明 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ は 、 実 施 例 １ に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 の 全 体 構 成 図 で あ る 。
　 こ の 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ は 、 セ ク タ 型 ま た は コ ン ベ ッ ク ス 型 の 超 音 波 探 触 子 １ と 、 超
音 波 探 触 子 １ を 駆 動 し て 超 音 波 を 被 検 体 内 へ 送 信 す る と 共 に 被 検 体 内 か ら エ コ ー を 受 信 し
て 受 信 信 号 を 出 力 す る こ と を 音 線 方 向 を 変 え て 繰 り 返 す 送 受 信 部 ２ と 、 音 線 方 向 の 異 な る
受 信 信 号 よ り 音 線 デ ー タ ｐ (r,θ )を 出 力 す る 信 号 処 理 部 と 、 超 音 波 画 像 の 各 画 素 値 ｑ (x,y
)を 各 画 素 近 傍 の 音 線 デ ー タ ｐ を 基 に し た 補 間 演 算 に よ り 算 出 し て 超 音 波 画 像 を 作 成 す る
超 音 波 画 像 作 成 部 ４ と 、 超 音 波 画 像 を 表 示 す る 表 示 部 ５ と 、 操 作 者 が 指 示 を 入 力 す る 操 作
部 ６ と 、 全 体 の 動 作 を 制 御 す る 制 御 部 ７ と を 具 備 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 超 音 波 画 像 作 成 部 ４ は 、 補 間 方 法 選 択 部 ４ ａ と 、 非 線 形 補 間 部 ４ ｂ と 、 線 形 補 間 部 ４ ｃ
と を 含 ん で い る 。
　 補 間 方 法 選 択 部 ４ ａ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 超 音 波 画 像 領 域 Ｇ を 上 領 域 Ｇ １ と 下 領 域 Ｇ ２
の ２ つ の 領 域 に 分 け た と き に 、 図 ３ に 示 す よ う に 走 査 方 向 の 補 間 に 関 し て 上 領 域 で は 非 線
形 補 間 と し 下 領 域 で は 線 形 補 間 と し 、 音 線 方 向 の 補 間 に 関 し て 上 領 域 で は 非 線 形 補 間 と し
下 領 域 で は 線 形 補 間 と す る よ う に 、 非 線 形 補 間 と す る か 線 形 補 間 と す る か を 選 択 す る 。
　 非 線 形 補 間 部 ４ ｂ は 、 近 傍 ４ 点 の 音 線 デ ー タ を 用 い て キ ュ ー ビ ッ ク 補 間 を 行 う 。
　 線 形 補 間 部 ４ ｃ は 、 近 傍 ２ 点 の 音 線 デ ー タ を 用 い て バ イ リ ニ ア 補 間 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ４ は 、 超 音 波 画 像 作 成 部 ４ に よ り 実 行 さ れ る 超 音 波 画 像 作 成 処 理 を 示 す フ ロ ー 図 で あ
る 。
　 ス テ ッ プ Ｓ １ で は 、 ｙ を 初 期 値 Ｙ s と す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ で は 、 ｘ を 初 期 値 Ｘ s と す る 。
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ で は 、 画 素 Ｑ (x,y)が 超 音 波 画 像 領 域 Ｇ 内 な ら ス テ ッ プ Ｓ ４ へ 進 み 、 超 音
波 画 像 領 域 Ｇ 内 で な い な ら ス テ ッ プ Ｓ １ ０ へ 進 む 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ４ で は 、 画 素 Ｑ (x,y)の 走 査 方 向 ／ 音 線 方 向 の 補 間 方 法 が 非 線 形 補 間 ／ 非 線
形 補 間 な ら ス テ ッ プ Ｓ ５ へ 進 み 、 線 形 補 間 ／ 線 形 補 間 な ら ス テ ッ プ Ｓ ６ へ 進 み 、 非 線 形 補
間 ／ 線 形 補 間 な ら ス テ ッ プ Ｓ ７ へ 進 み 、 線 形 補 間 ／ 非 線 形 補 間 な ら ス テ ッ プ Ｓ ８ へ 進 む 。
図 ３ の 補 間 方 法 選 択 部 ４ ａ の 場 合 、 画 素 Ｑ (x,y)が 上 領 域 Ｇ １ な ら ス テ ッ プ Ｓ ５ へ 進 み 、
画 素 Ｑ (x,y)が 下 領 域 Ｇ ２ な ら ス テ ッ プ Ｓ ６ へ 進 む 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ５ で は 、 走 査 方 向 お よ び 音 線 方 向 に 関 し て 非 線 形 補 間 を 行 う 。 こ れ に つ い て
は 図 ５ を 参 照 し て 後 述 す る 。 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ へ 進 む 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ６ で は 、 走 査 方 向 お よ び 音 線 方 向 に 関 し て 線 形 補 間 を 行 う 。 こ れ に つ い て は
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図 ６ を 参 照 し て 後 述 す る 。 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ へ 進 む 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ７ で は 、 走 査 方 向 に 関 し て 非 線 形 補 間 を 行 い 、 音 線 方 向 に 関 し て 線 形 補 間 を
行 う 。 こ れ に つ い て は 図 ７ を 参 照 し て 後 述 す る 。 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ へ 進 む 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ８ で は 、 走 査 方 向 に 関 し て 線 形 補 間 を 行 い 、 音 線 方 向 に 関 し て 非 線 形 補 間 を
行 う 。 こ れ に つ い て は 図 ８ を 参 照 し て 後 述 す る 。 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ へ 進 む 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ で は 、 ｘ を イ ン ク リ メ ン ト す る 。
　 ス テ ッ プ Ｓ １ １ で は 、 ｘ ＞ 終 了 値 Ｘ e で な い な ら ス テ ッ プ Ｓ ４ に 戻 り 、 ｘ ＞ 終 了 値 Ｘ e 
な ら ス テ ッ プ Ｓ １ ２ へ 進 む 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ で は 、 ｙ を イ ン ク リ メ ン ト す る 。
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ で は 、 ｙ ＞ 終 了 値 Ｙ e で な い な ら ス テ ッ プ Ｓ ２ に 戻 り 、 ｙ ＞ 終 了 値 Ｙ e 
な ら 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ５ は 、 走 査 方 向 お よ び 音 線 方 向 に 関 し て 非 線 形 補 間 を 行 う 処 理 （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ） の 説
明 図 で あ る 。
　 図 ５ で 、 ｑ ０ は 、 画 素 Ｑ (x,y)の 位 置 お よ び 画 素 値 を 表 す 。 ｐ 00～ ｐ 33は 、 画 素 Ｑ (x,y)
の 近 傍 １ ６ 点 の 音 線 デ ー タ の 位 置 お よ び 値 を 表 す 。
　 キ ュ ー ビ ッ ク 補 間 の 補 間 係 数 を Ｃ 00～ Ｃ 33， Ｃ 0～ Ｃ 3と す る と き 、 次 式 に よ り 走 査 方 向
／ 音 線 方 向 に 関 し て 非 線 形 補 間 を 行 う 。
　 　 Ｔ mp0＝ Ｃ 00× ｐ 00＋ Ｃ 01× ｐ 01＋ Ｃ 02× ｐ 02＋ Ｃ 03× ｐ 03
　 　 Ｔ mp1＝ Ｃ 10× ｐ 10＋ Ｃ 11× ｐ 11＋ Ｃ 12× ｐ 12＋ Ｃ 13× ｐ 13
　 　 Ｔ mp2＝ Ｃ 20× ｐ 20＋ Ｃ 21× ｐ 21＋ Ｃ 22× ｐ 22＋ Ｃ 23× ｐ 23
　 　 Ｔ mp3＝ Ｃ 30× ｐ 30＋ Ｃ 31× ｐ 31＋ Ｃ 32× ｐ 32＋ Ｃ 33× ｐ 33
　 　 ｑ 0＝ Ｃ 0× Ｔ mp0＋ Ｃ 1× Ｔ mp1＋ Ｃ 2× Ｔ mp2＋ Ｃ 3× Ｔ mp3
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ６ は 、 走 査 方 向 お よ び 音 線 方 向 に 関 し て 線 形 補 間 を 行 う 処 理 （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ） の 説 明
図 で あ る 。
　 図 ６ で 、 ｑ ０ は 、 画 素 Ｑ (x,y)の 位 置 お よ び 画 素 値 を 表 す 。 ｐ 11， ｐ 12， ｐ 21， ｐ 22 は
、 画 素 Ｑ (x,y)の 近 傍 ４ 点 の 音 線 デ ー タ の 位 置 お よ び 値 を 表 す 。
　 バ イ リ ニ ア 補 間 の 補 間 係 数 を Ｌ 11， Ｌ 12， Ｌ 21， Ｌ 22， Ｌ 1， Ｌ 2 と す る と き 、 次 式 に
よ り 走 査 方 向 ／ 音 線 方 向 に 関 し て 線 形 補 間 を 行 う 。
　 　 ｔ mp1＝ Ｌ 11× ｐ 11＋ Ｌ 12× ｐ 12
　 　 ｔ mp2＝ Ｌ 21× ｐ 21＋ Ｌ 22× ｐ 22
　 　 ｑ 0＝ Ｌ 1× ｔ mp1＋ Ｌ 2× ｔ mp2
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ７ は 、 走 査 方 向 に 関 し て 非 線 形 補 間 を 行 い 、 音 線 方 向 に 関 し て 線 形 補 間 を 行 う 処 理 （
ス テ ッ プ Ｓ ７ ） の 説 明 図 で あ る 。
　 図 ７ で 、 ｑ ０ は 、 画 素 Ｑ (x,y)の 位 置 お よ び 画 素 値 を 表 す 。 ｐ 10， ｐ 11， ｐ 12， ｐ 13，
ｐ 20， ｐ 21， ｐ 22， ｐ 23 は 、 画 素 Ｑ (x,y)の 走 査 方 向 に 関 し て 近 傍 ８ 点 の 音 線 デ ー タ の 位
置 お よ び 値 を 表 す 。
　 キ ュ ー ビ ッ ク 補 間 の 補 間 係 数 を Ｃ 10， Ｃ 11， Ｃ 12， Ｃ 13， Ｃ 20， Ｃ 21， Ｃ 22， Ｃ 23と す
る と き 、 次 式 に よ り 走 査 方 向 に 関 し て 非 線 形 補 間 を 行 う 。
　 　 Ｔ mp1＝ Ｃ 10× ｐ 10＋ Ｃ 11× ｐ 11＋ Ｃ 12× ｐ 12＋ Ｃ 13× ｐ 13
　 　 Ｔ mp2＝ Ｃ 20× ｐ 20＋ Ｃ 21× ｐ 21＋ Ｃ 22× ｐ 22＋ Ｃ 23× ｐ 23
　 次 に 、 バ イ リ ニ ア 補 間 の 補 間 係 数 を Ｌ 1， Ｌ 2 と す る と き 、 次 式 に よ り 音 線 方 向 に 関 し
て 線 形 補 間 を 行 う 。
　 　 ｑ 0＝ Ｌ 1× Ｔ mp1＋ Ｌ 2× Ｔ mp2
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【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ８ は 、 走 査 方 向 に 関 し て 線 形 補 間 を 行 い 、 音 線 方 向 に 関 し て 非 線 形 補 間 を 行 う 処 理 （
ス テ ッ プ Ｓ ８ ） の 説 明 図 で あ る 。
　 図 ８ で 、 ｑ ０ は 、 画 素 Ｑ (x,y)の 位 置 お よ び 画 素 値 を 表 す 。 ｐ 01， ｐ 02， ｐ 11， ｐ 12，
ｐ 21， ｐ 22， ｐ 31， ｐ 32 は 、 画 素 Ｑ (x,y)の 音 線 方 向 に 関 し て 近 傍 ８ 点 の 音 線 デ ー タ の 位
置 お よ び 値 を 表 す 。
　 バ イ リ ニ ア 補 間 の 補 間 係 数 を Ｌ 01， Ｌ 02， Ｌ 11， Ｌ 12， Ｌ 21， Ｌ 22， Ｌ 31， Ｌ 32 と す
る と き 、 次 式 に よ り 走 査 方 向 に 関 し て 線 形 補 間 を 行 う 。
　 　 ｔ mp0＝ Ｌ 01× ｐ 01＋ Ｌ 02× ｐ 02
　 　 ｔ mp1＝ Ｌ 11× ｐ 11＋ Ｌ 12× ｐ 12
　 　 ｔ mp2＝ Ｌ 21× ｐ 21＋ Ｌ 22× ｐ 22
　 　 ｔ mp3＝ Ｌ 31× ｐ 31＋ Ｌ 32× ｐ 32
　 次 に 、 キ ュ ー ビ ッ ク 補 間 の 補 間 係 数 を ｃ 0， ｃ 1， ｃ 2， ｃ 3 と す る と き 、 次 式 に よ り 音
線 方 向 に 関 し て 非 線 形 補 間 を 行 う 。
　 　 ｑ 0＝ ｃ 0× ｔ mp0＋ ｃ 1× ｔ mp1＋ ｃ 2× ｔ mp2＋ ｃ 3× ｔ mp3
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 実 施 例 １ の 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ に よ れ ば 、 画 素 Ｑ (x,y)が 上 領 域 Ｇ １ な ら 図 ５ に 示 す
よ う に 走 査 方 向 お よ び 音 線 方 向 に 関 し て 非 線 形 補 間 を 行 い 、 画 素 Ｑ (x,y)が 下 領 域 Ｇ ２ な
ら 図 ６ に 示 す よ う に 走 査 方 向 お よ び 音 線 方 向 に 関 し て 線 形 補 間 を 行 う 。 す な わ ち 、 音 線 デ
ー タ 密 度 に 応 じ た 補 間 方 法 が 選 択 さ れ る の で 、 好 ま し い 画 質 の 超 音 波 画 像 を 得 る こ と が 出
来 る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 実 施 例 ２ で は 、 図 ９ に 示 す 補 間 方 法 選 択 部 ４ ａ を 用 い る 。
　 実 施 例 ２ の 超 音 波 診 断 装 置 に よ れ ば 、 画 素 Ｑ (x,y)が 上 領 域 Ｇ １ な ら 図 ６ に 示 す よ う に
走 査 方 向 お よ び 音 線 方 向 に 関 し て 線 形 補 間 を 行 い 、 画 素 Ｑ (x,y)が 下 領 域 Ｇ ２ な ら 図 ５ に
示 す よ う に 走 査 方 向 お よ び 音 線 方 向 に 関 し て 非 線 形 補 間 を 行 う 。 す な わ ち 、 音 線 デ ー タ 密
度 に 応 じ た 補 間 方 法 が 選 択 さ れ る の で 、 好 ま し い 画 質 の 超 音 波 画 像 を 得 る こ と が 出 来 る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 実 施 例 ３ で は 、 図 １ ０ に 示 す 補 間 方 法 選 択 部 ４ ａ を 用 い る 。
　 実 施 例 ３ の 超 音 波 診 断 装 置 に よ れ ば 、 画 素 Ｑ (x,y)が 上 領 域 Ｇ １ な ら 図 ７ に 示 す よ う に
走 査 方 向 に 関 し て 非 線 形 補 間 を 行 い 且 つ 音 線 方 向 に 関 し て 線 形 補 間 を 行 い 、 画 素 Ｑ (x,y)
が 下 領 域 Ｇ ２ な ら 図 ６ に 示 す よ う に 走 査 方 向 お よ び 音 線 方 向 に 関 し て 線 形 補 間 を 行 う 。 す
な わ ち 、 音 線 デ ー タ 密 度 に 応 じ た 補 間 方 法 が 選 択 さ れ る の で 、 好 ま し い 画 質 の 超 音 波 画 像
を 得 る こ と が 出 来 る 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 実 施 例 ４ で は 、 図 １ １ に 示 す 補 間 方 法 選 択 部 ４ ａ を 用 い る 。
　 実 施 例 ４ の 超 音 波 診 断 装 置 に よ れ ば 、 画 素 Ｑ (x,y)が 上 領 域 Ｇ １ な ら 図 ６ に 示 す よ う に
走 査 方 向 お よ び 音 線 方 向 に 関 し て 線 形 補 間 を 行 い 、 画 素 Ｑ (x,y)が 下 領 域 Ｇ ２ な ら 図 ７ に
示 す よ う に 走 査 方 向 に 関 し て 非 線 形 補 間 を 行 い 且 つ 音 線 方 向 に 関 し て 線 形 補 間 を 行 う 。 す
な わ ち 、 音 線 デ ー タ 密 度 に 応 じ た 補 間 方 法 が 選 択 さ れ る の で 、 好 ま し い 画 質 の 超 音 波 画 像
を 得 る こ と が 出 来 る 。
【 実 施 例 ５ 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 実 施 例 ５ で は 、 図 １ ２ に 示 す 補 間 方 法 選 択 部 ４ ａ を 用 い る 。
　 実 施 例 ５ の 超 音 波 診 断 装 置 に よ れ ば 、 送 信 周 波 数 が ４ Ｍ Ｈ ｚ 未 満 の 場 合 、 画 素 Ｑ (x,y)
が 上 領 域 Ｇ １ な ら 図 ７ に 示 す よ う に 走 査 方 向 に 関 し て 非 線 形 補 間 を 行 い 且 つ 音 線 方 向 に 関
し て 線 形 補 間 を 行 い 、 画 素 Ｑ (x,y)が 下 領 域 Ｇ ２ な ら 図 ６ に 示 す よ う に 走 査 方 向 お よ び 音
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線 方 向 に 関 し て 線 形 補 間 を 行 う 。 ま た 、 送 信 周 波 数 が ４ Ｍ Ｈ ｚ 以 上 の 場 合 、 画 素 Ｑ (x,y)
が 上 領 域 Ｇ １ な ら 図 ５ に 示 す よ う に 走 査 方 向 お よ び 音 線 方 向 に 関 し て 非 線 形 補 間 を 行 い 、
画 素 Ｑ (x,y)が 下 領 域 Ｇ ２ な ら 図 ８ に 示 す よ う に 走 査 方 向 に 関 し て 線 形 補 間 を 行 い 且 つ 音
線 方 向 に 関 し て 非 線 形 補 間 を 行 う 。 す な わ ち 、 音 線 デ ー タ 密 度 に 応 じ た 補 間 方 法 が 選 択 さ
れ る の で 、 好 ま し い 画 質 の 超 音 波 画 像 を 得 る こ と が 出 来 る 。
【 実 施 例 ６ 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 実 施 例 ６ で は 、 図 １ ３ に 示 す 補 間 方 法 選 択 部 ４ ａ を 用 い る 。
　 実 施 例 ６ の 超 音 波 診 断 装 置 に よ れ ば 、 送 信 周 波 数 が ４ Ｍ Ｈ ｚ 未 満 の 場 合 、 画 素 Ｑ (x,y)
が 上 領 域 Ｇ １ な ら 図 ８ に 示 す よ う に 走 査 方 向 に 関 し て 線 形 補 間 を 行 い 且 つ 音 線 方 向 に 関 し
て 非 線 形 補 間 を 行 い 、 画 素 Ｑ (x,y)が 下 領 域 Ｇ ２ な ら 図 ５ に 示 す よ う に 走 査 方 向 お よ び 音
線 方 向 に 関 し て 非 線 形 補 間 を 行 う 。 ま た 、 送 信 周 波 数 が ４ Ｍ Ｈ ｚ 以 上 の 場 合 、 画 素 Ｑ (x,y
)が 上 領 域 Ｇ １ な ら 図 ６ に 示 す よ う に 走 査 方 向 お よ び 音 線 方 向 に 関 し て 線 形 補 間 を 行 い 、
画 素 Ｑ (x,y)が 下 領 域 Ｇ ２ な ら 図 ７ に 示 す よ う に 走 査 方 向 に 関 し て 非 線 形 補 間 を 行 い 且 つ
音 線 方 向 に 関 し て 線 形 補 間 を 行 う 。 す な わ ち 、 音 線 デ ー タ 密 度 に 応 じ た 補 間 方 法 が 選 択 さ
れ る の で 、 好 ま し い 画 質 の 超 音 波 画 像 を 得 る こ と が 出 来 る 。
【 実 施 例 ７ 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 実 施 例 ７ で は 、 リ ニ ア 型 の 超 音 波 探 触 子 １ を 用 い る と 共 に 図 １ ４ に 示 す 補 間 方 法 選 択 部
４ ａ を 用 い る 。
　 実 施 例 ７ の 超 音 波 診 断 装 置 に よ れ ば 、 １ フ レ ー ム を 構 成 す る 音 線 数 が ２ ５ ６ 本 未 満 な ら
図 ７ に 示 す よ う に 走 査 方 向 に 関 し て 非 線 形 補 間 を 行 い 且 つ 音 線 方 向 に 関 し て 線 形 補 間 を 行
い 、 音 線 数 が ２ ５ ６ 本 以 上 な ら 図 ６ に 示 す よ う に 走 査 方 向 お よ び 音 線 方 向 に 関 し て 線 形 補
間 を 行 う 。 す な わ ち 、 音 線 デ ー タ 密 度 に 応 じ た 補 間 方 法 が 選 択 さ れ る の で 、 好 ま し い 画 質
の 超 音 波 画 像 を 得 る こ と が 出 来 る 。
【 実 施 例 ８ 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 実 施 例 ８ で は 、 リ ニ ア 型 の 超 音 波 探 触 子 １ を 用 い る と 共 に 図 １ ５ に 示 す 補 間 方 法 選 択 部
４ ａ を 用 い る 。
　 実 施 例 ８ の 超 音 波 診 断 装 置 に よ れ ば 、 １ フ レ ー ム を 構 成 す る 音 線 数 が ２ ５ ６ 本 未 満 な ら
図 ８ に 示 す よ う に 走 査 方 向 に 関 し て 線 形 補 間 を 行 い 且 つ 音 線 方 向 に 関 し て 非 線 形 補 間 を 行
い 、 音 線 数 が ２ ５ ６ 本 以 上 な ら 図 ５ に 示 す よ う に 走 査 方 向 お よ び 音 線 方 向 に 関 し て 非 線 形
補 間 を 行 う 。 す な わ ち 、 音 線 デ ー タ 密 度 に 応 じ た 補 間 方 法 が 選 択 さ れ る の で 、 好 ま し い 画
質 の 超 音 波 画 像 を 得 る こ と が 出 来 る 。
【 実 施 例 ９ 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 実 施 例 ８ で は 、 実 施 例 １ ～ 実 施 例 ８ に お け る 補 間 方 法 選 択 部 ４ ａ の 設 定 を 、 操 作 者 が 操
作 部 ６ を 操 作 し て 変 更 可 能 に な っ て い る 。
　 実 施 例 ９ の 超 音 波 診 断 装 置 に よ れ ば 、 操 作 者 の 好 み の 画 質 の 超 音 波 画 像 を 得 る こ と が 出
来 る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 超 音 波 診 断 装 置 に お け る 超 音 波 画 像 の 画 質 を 改 善 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
【 図 １ 】 超 音 波 診 断 装 置 を 示 す 全 体 構 成 図 で あ る 。 （ 実 施 例 １ ～ 実 施 例 ９ ）
【 図 ２ 】 超 音 波 画 像 領 域 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 補 間 方 法 選 択 部 を 示 す 説 明 図 で あ る 。 （ 実 施 例 １ ）
【 図 ４ 】 超 音 波 画 像 作 成 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 （ 実 施 例 １ ～ 実 施 例 ９ ）
【 図 ５ 】 走 査 方 向 お よ び 音 線 方 向 に 関 し て 非 線 形 補 間 を 行 う 場 合 の 説 明 図 で あ る 。
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【 図 ６ 】 走 査 方 向 お よ び 音 線 方 向 に 関 し て 線 形 補 間 を 行 う 場 合 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 走 査 方 向 関 し て 非 線 形 補 間 を 行 い 、 音 線 方 向 に 関 し て 線 形 補 間 を 行 う 場 合 の 説 明
図 で あ る 。
【 図 ８ 】 走 査 方 向 関 し て 線 形 補 間 を 行 い 、 音 線 方 向 に 関 し て 非 線 形 補 間 を 行 う 場 合 の 説 明
図 で あ る 。
【 図 ９ 】 補 間 方 法 選 択 部 を 示 す 説 明 図 で あ る 。 （ 実 施 例 ２ ）
【 図 １ ０ 】 補 間 方 法 選 択 部 を 示 す 説 明 図 で あ る 。 （ 実 施 例 ３ ）
【 図 １ １ 】 補 間 方 法 選 択 部 を 示 す 説 明 図 で あ る 。 （ 実 施 例 ４ ）
【 図 １ ２ 】 補 間 方 法 選 択 部 を 示 す 説 明 図 で あ る 。 （ 実 施 例 ５ ）
【 図 １ ３ 】 補 間 方 法 選 択 部 を 示 す 説 明 図 で あ る 。 （ 実 施 例 ６ ）
【 図 １ ４ 】 補 間 方 法 選 択 部 を 示 す 説 明 図 で あ る 。 （ 実 施 例 ７ ）
【 図 １ ５ 】 補 間 方 法 選 択 部 を 示 す 説 明 図 で あ る 。 （ 実 施 例 ８ ）
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 １ 　 　 　 　 　 超 音 波 探 触 子
　 ２ 　 　 　 　 　 送 受 信 部
　 ３ 　 　 　 　 　 信 号 処 理 部
　 ４ 　 　 　 　 　 超 音 波 画 像 作 成 部
　 ４ ａ 　 　 　 　 補 間 方 法 選 択 部
　 ４ ｂ 　 　 　 　 非 線 形 補 間 部
　 ４ ｃ 　 　 　 　 線 形 補 間 部
　 ５ 　 　 　 　 　 表 示 部
　 ６ 　 　 　 　 　 操 作 部
　 ７ 　 　 　 　 　 制 御 部
　 １ ０ ０ 　 　 　 超 音 波 診 断 装 置
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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